
 

 

平成 23 年３月 18 日 

 

各      位 

 

会 社 名 株 式 会 社 Ａ Ｃ Ｃ Ｅ Ｓ Ｓ 

代 表 者 名 代表取締役社長 鎌田 富久 

(コード番号 ４８１３  東証マザーズ) 

問 合 せ 先 社 長 室 長   須 田  昌 樹 

(ＴＥＬ． ０ ４３－２１２－２２３２ 

 

剰余金剰余金剰余金剰余金のののの配当配当配当配当（（（（見送見送見送見送りりりり））））にににに関関関関するおするおするおするお知知知知らせらせらせらせ    

 

 当社は、平成 23 年３月 18 日開催の取締役会において、下記のとおり平成 23 年１月 31 日を

基準日とする剰余金の配当については、これを行わないことを決議いたしましたので、お知ら

せいたします。 

  

記 

 

１．配当の内容 

 
決定額 

直近の配当予想 

（平成22年12月８日公表） 

前期実績 

（平成 22 年 1月期） 

基 準 日 平成 23 年１月 31 日 同左 平成 22 年１月 31 日 

１株当たり配当金 0 円 00 銭 未定 500 円 00 銭 

配 当 金 の 総 額 － － 1 億 9,586 万円 

効 力 発 生 日 － － 平成 22 年４月 28 日 

配 当 原 資 － － その他資本剰余金 

 

２．理由 

当期の期末の配当予想につきましては、前回公表（平成 22 年 12 月 8 日）時点では、未定と

しておりました。 

当社は、株主に対する利益還元を重要な課題の一つとして位置づけており、利益配分につき

ましては、内部留保の充実等に留意しつつ、事業展開の状況と各期の経営成績を総合的に勘案

して安定的な利益還元を行うことを基本方針としております。しかしながら、当事業年度の配

当につきましては、連結業績では当期純利益を確保いたしましたものの個別業績では当期純損

失となりましたこと、また、平成24年１月期以降も引き続き徹底した事業構造転換を行ってい

くための原資としての内部留保の確保に努めるため、平成23年１月期につきましては、誠に遺

憾ながら、配当を見送ることといたしました。 

 

（ご参考）年間配当の内訳 

 １株当たり配当金 

基 準 日 中間期末 期末 年間 

当 期 実 績 － 0 円 00 銭 0 円 00 銭 

前期実績（平成 22 年１月期） － 500 円 00 銭 500 円 00 銭 

 

以 上 


